
４月11 日木曜日

昭和39年８月27日第３種郵便物認可　（旬刊・毎月１､11､21日３回発行）　© 京都自動車新聞社  2024年　購読料（６カ月）11,000円（税込み）

 第1943号

2024年（令和６年）

発行所　京都自動車新聞社　京都市伏見区竹田向代町 51-5（京都自動車会館内）　　電話（075）672-0552　　ファクス（075）682-0205　　メール  access@kyotojidosha-np.jp　　https://kyotojidosha-np.jp

京ト協　定例記者会見開く
エアバッグ車検停止対象拡大
自販連　代表者会議で報告
ＪＵ京都　無料出品券施策
◀ＡＪＡ　卒業生送り出す

2
5
6
8
7

男
性
ド
ラ
イ
バ
ー

特
積
３
・
５
％
減

︱
日
銀
京
都
支
店
編
︱

京
滋
の
景
気
、持
ち
直
し
に
陰
り

１
月 

自
動
車
は
減
少
傾
向
に

指　　　　　標 前年比（増率）

主要小売業販売額（1月） 3.6%

京都地区の百貨店売上高（1月） 10.0%

スーパー販売額（1月） 1.8%

家電販売額（1月） ▲9.7%

乗用車新車登録台数（1月） ▲12.7%

京都市主要ホテル宿泊客数（1月） 16.8%

管内短観の設備投資額（12月） 9.3%

京都府の新設住宅着工戸数（1月） ▲17.7%

京都府の公共工事請負金額（2月） 133.7%

京都府の鉱工業生産指数（12月） ▲0.9%（前月比）

京都府の有効求人倍率（1月） ＋0.01㌽（前月比）

京都府の雇用保険被保険者数（1月） 0.0%

京都市の消費者物価指数（1月） 2.1%

貸出（1月） 3.7%

　

１
月
の
京
滋
地
区
の
景
気
は

改
善
ト
レ
ン
ド
が
鈍
化
し
、
持

ち
直
し
が
弱
ま
っ
て
い
る
。
一

般
の
消
費
需
要
の
落
ち
着
き
や

住
宅
投
資
の
減
少
な
ど
を
背
景

に
、
改
善
度
合
い
に
陰
り
が
あ

る
。
15
カ
月
連
続
で
回
復
し
て

い
た
乗
用
車
販
売
も
減
少
に
転

じ
た
。

　

前
回
調
査
と
の
比
較
で

は
大
き
な
変
動
は
少
な

い
。
し
か
し
、
個
人
消
費

や
住
宅
投
資
、
生
産
分
野

で
改
善
傾
向
が
弱
ま
り
、

総
合
的
に
景
気
回
復
が
鈍

化
し
て
い
る
と
の
判
断
と

な
っ
た
。
日
本
銀
行
京
都

支
店
が
３
月
13
日
に
発
表

し
た
。

　

支
店
に
よ
れ
ば
、
個
人

消
費
は
持
ち
直
し
の
動
き

が
一
時
的
に
鈍
化
し
て
い

る
と
の
分
析
。
主
要
小
売

業
販
売
額
は
前
年
同
月
比

３
・
６
％
増
、
百
貨
店
販

売
額
は
10
・
０
％
増
、
ス

ー
パ
ー
販
売
額
は
１
・
８

％
増
と
改
善
。
一
方
、
乗

用
車
の
新
車
登
録
台
数
は

12
・
７
％
減
、
家
電
販
売

額
は
９
・
７
％
減
と
な
っ

た
。

　

観
光
分
野
は
市
内
主
要

ホ
テ
ル
の
宿
泊
客
数
が

16
・
８
％
増
と
順
調
な
推
移

を
見
せ
て
い
る
。

　

設
備
投
資
は
、
製
造
業
・

非
製
造
業
と
も
に
前
年
度
を

上
回
る
見
通
し
。
製
造
業
で

は
半
導
体
関
連
を
中
心
と
し

た
投
資
、
非
製
造
業
で
は
新

規
出
店
建
設
な
ど
の
案
件
が

目
立
つ
。

　

住
宅
投
資
は
17
・
７
％
減

と
弱
め
の
動
き
を
見
せ
た
。

公
共
投
資
（
２
月
）
は
１
３

３
・
７
％
増
と
な
っ
た
。

　

生
産
分
野
（
12
月
）
は

０
・
９
％
減
と
下
げ
止
ま
り

の
傾
向
だ
が
、
汎
用
・
生
産

用
・
業
務
用
機
械
は
高
水
準

で
推
移
。
化
学
は
横
ば
い
、

和
装
関
連
は
低
水
準
が
続
い

て
い
る
。

　

雇
用
・
所
得
環
境
は
ゆ

る
や
か
に
改
善
し
、
物
価

は
食
料
な
ど
の
値
上
が
り

で
増
加
し
た
。

眠気と疲労度関係数値化

居眠り運転防止にＡＩ
ヤサカ観光バス

　

支
局
内
の
主
な
人
事
異
動

（
出
向
、
船
舶
関
係
は
除
く
）

は
次
の
通
り
（
自
動
車
技
術

総
合
機
構
は
７
面
）。

　

▽
支
局
長
（
奈
良
運
輸
支

局
長
）
川
口
宏
幸
▽
運
輸
企

画
専
門
官
＝
自
動
車
登
録
官

＝
登
録
（
復
職
）
笹
原
梢
▽

首
席
運
輸
企
画
専
門
官
＝
輸

送
・
監
査
＝
ト
ラ
ッ
ク
荷
主

特
別
対
策
室
併
任
（
近
運
局

総
務
部
人
事
課
長
補
佐
）
中

野
幸
太
▽
同
＝
総
務
企
画

（
復
職
）
大
樽
匡
弘
▽
同
＝

上
席
自
動
車
登
録
官
＝
登
録

（
和
歌
山
運
輸
支
局
首
席
運

輸
企
画
専
門
官
＝
上
席
自
動

車
登
録
官
＝
登
録
）
名
越
正

典
　

▽
運
輸
企
画
専
門
官
＝
上

席
自
動
車
登
録
官
＝
登
録

（
奈
良
運
輸
支
局
運
輸
企
画

専
門
官
＝
上
席
自
動
車
登
録

官
＝
登
録
）
田
中
祥
仁
▽
首

席
運
輸
企
画
専
門
官
＝
企
画

調
整
（
大
阪
運
輸
支
局
次
席

運
輸
企
画
専
門
官
＝
上
席
自

動
車
登
録
官
＝
登
録
）
日
高

政
美

　

▽
首
席
運
輸
企
画
専
門
官

付
＝
輸
送
・
監
査
（
新
規
採

用
）
園
生
順
平
▽
運
輸
企
画

専
門
官
＝
登
録
（
近
運
局

総
務
部
会
計
課
）
倉
本
菜

生
▽
同
＝
貨
物
（
和
歌
山
運

輸
支
局
勝
浦
海
事
事
務
所
運

輸
企
画
専
門
官
＝
運
航
労
務

監
理
官
）
永
原
友
輝
▽
首
席

陸
運
技
術
専
門
官
＝
主
任
自

動
車
検
査
官
＝
検
査
整
備
保

安
（
大
阪
運
輸
支
局
首
席
運

輸
企
画
専
門
官
＝
監
査
＝
貨

物
）
山
崎
信
一

　

▽
運
輸
企
画
専
門
官
＝
自

動
車
登
録
官
＝
登
録
（
再

任
用
）
西
山
あ
つ
子
▽
同

（
同
）
廣
岡
秀
一

　

近
畿
運
輸
局
が
１
日
行
っ

た
人
事
異
動
で
、
京
都
運
輸

支
局
の
新
支
局
長
に
川
口
宏

幸
氏
（
58
、
奈
良
運
輸
支
局

長
）
が
就
任
し
た
。
岡
本
昇

支
局
長
（
58
）
は
大
阪
運
輸

支
局
長
に
就
い
た
。

　

川
口
氏
は
１
９
８
４
年
４

月
、
京
都
府
陸
運
事
務
所
登

録
資
材
課
を
皮
切
り
に
、
大

阪
や
奈
良
、
京
都
で
自
動

車
登
録
官
を
歴
任
。
２
０

０
６
年
４
月
に
近
運
局
自
動

車
交
通
部
旅
客
第
二
課
業
務

係
長
、
７
年
10
月
京
運
支
局

運
輸
企
画
専
門
官
（
主
任
自

動
車
登
録
官
）、
９
年
10
月

か
ら
11
年
９
月
ま
で
同
（
監

査
）
を
務
め
た
。
20
年
４
月

近
運
局
交
通
政
策
部
消
費
者

行
政
・
情
報
課
長
、
21
年
４

月
同
総
務
部
総
務
課
長
。

　

大
阪
府
出
身
、
１
９
６
５

年
５
月
28
日
生
ま
れ
。

新
京
運
支
局
長
に
川
口
氏

1
日
付
で
人
事
異
動
発
令

　
近
運
局

　

ヤ
サ
カ
観
光
バ
ス
（
粂
田
晃
稔
社
長
、
京
都
市
南
区
）
で
は
損
害
保
険
会
社
な
ど
と

協
力
し
、
居
眠
り
運
転
防
止
に
向
け
た
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構

築
す
る
た
め
の
実
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と

で
不
調
や
異
常
を
検
知
、
眠
気
と
疲
労
度
の
関
係
を
数
値
化
し
、
事
故
の
未
然
防
止
に

役
立
て
る
の
が
狙
い
。
運
輸
業
界
で
健
康
起
因
に
よ
る
事
故
が
問
題
視
さ
れ
る
中
、
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
事
故
防
止
対
策
と
し
て
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。

　

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

（
舩
曳
真
一
郎
社
長
、
東
京

都
千
代
田
区
）
Ｍ
Ｓ
＆
Ａ
Ｄ

イ
ン
タ
ー
リ
ス
ク
総
研
（
一

本
木
真
史
社
長
、
同
区
）
と

タ
ッ
グ
を
組
ん
だ
。
独
自
の

Ａ
Ｉ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
技

術
を
持
つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
ア
ド
ダ
イ
ズ
（
伊
東
大

輔
社
長
、
同
台
東
区
）
が
提

供
す
る
ス
マ
ー
ト
ウ
オ
ッ

チ
「
Ｒ
ｅ
ｓ
Ｑ　

Ｂ
ａ
ｎ

ｄ
」（
レ
ス
キ
ュ
ー
バ
ン
ド
）

お
よ
び
、
健
康
見
守
り
Ａ
Ｉ

「
Ｒ
ｅ
ｓ
Ｑ　

Ａ
Ｉ
」（
レ
ス

キ
ュ
ー
エ
ー
ア
イ
）
を
利
用

し
、
２
０
２
３
年
秋
頃
か
ら

今
年
３
月
末
ま
で
実
証
実
験

を
重
ね
た
。

　

京
都
（
京
都
市
南
区
）、

大
阪
・
兵
庫

（
大
阪
市
西

淀
川
区
）、

滋
賀
（
大
津

市
）
の
各
拠

点
か
ら
23
歳

～
61
歳
ま
で

の
運
転
手
25

人
が
参
加

し
、
乗
務
中

に
限
ら
ず
１

日
中
、
デ
バ

イ
ス
を
着
け

バ
イ
タ
ル
デ

ー
タ
を
計
測
。
日
中
の
眠
気

強
度
が
測
定
で
き
る
「
エ
プ

ワ
ー
ス
眠
気
尺
度
」
と
呼
ば

れ
る
方
法
を
採
用
し
、
眠
気

を
０
（
睡
眠
）、
１
（
眠
く

な
い
）、
２
（
少
し
眠
い
）、

３
（
眠
い
）、
４
（
か
な
り

眠
い
）、
５
（
非
常
に
眠
い
）

の
６
段
階
で
の
回
答
を
依
頼

し
た
。

　

実
証
実
験
で
は
、
①
座
っ

て
の
読
書
②
テ
レ
ビ
視
聴
時

③
他
人
の
運
転
す
る
車
に
休

憩
な
し
で
１
時
間
以
上
乗
車

④
午
後
に
横
に
な
っ
て
休
憩

し
て
い
る
時
―
な
ど
八
つ
の

シ
ー
ン
を
想
定
。

　

装
着
デ
バ
イ
ス
か
ら
得
ら

れ
る
皮
膚
温
度
や
心
拍
数
、

呼
吸
数
と
い
っ
た
バ
イ
タ
ル

デ
ー
タ
と
、
参
加
者
が
１
時

間
（
15
分
き
ざ
み
）
ご
と
に

眠
気
記
録
シ
ー
ト
に
ア
ナ
ロ

グ
で
記
載
し
た
眠
気
強
度
デ

ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
。
眠
気

が
訪
れ
る
際
の
傾
向
な
ど
に

つ
い
て
調
べ
、
５
点
未
満

（
日
中
の
眠
気
が
少
な
い
）、

５
点
以
上
11
点
未
満
（
日
中

に
軽
度
の
眠
気
あ
り
）、
11

点
以
上
（
日
中
に
強
い
眠
気

あ
り
）
で
体
調
を
判
断
し

た
。

　

ヤ
サ
カ
観
光
バ
ス
の
阿
辻

康
雄
常
務
は
「
営
業
ナ
ン
バ

ー
の
バ
ス
運
転
手
は
全
国

の
イ
ン
フ
ラ
を
担
っ
て
お

り
、
事
故
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
従
業
員
の
職
業
寿
命

や
健
康
寿
命
な
ど
が
延
ば
せ

る
よ
う
働
き
や
す
い
職
場
環

境
を
整
え
る
と
と
も
に
、
安

心
・
安
全
の
バ
ス
事
業
者
と

し
て
事
故
の
起
き
な
い
体
制

づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

　

今
後
、
取
得
し
た
デ
ー
タ

を
ベ
ー
ス
に
ヤ
サ
カ
観
光
バ

ス
向
け
ソ
フ
ト
を
開
発
、
提

供
す
る
計
画
で
、
将
来
的
に

は
一
般
向
け
ソ
フ
ト
も
リ
リ

ー
ス
し
て
い
く
考
え
だ
。

事故が起きない社内体制づくりに努める

川口新支局長


